




Public Plaza and Roof Gardens of Alpen Co.,Ltd.


















□外 構 設 計：名古屋造形芸術大学　岡田憲久（景観設計室タ
ブラ・ラサ）
□設 計 協 力：ESプランニング
□施　　　　工：株式会社竹中工務店名古屋支店、日比谷アメニス
□設 計 期 間：2004年10月～2005年２月

































































□設 計 協 力：ESプランニング
□施　　　　工：大成建設、諸戸緑化産業（植栽部分）
□外構設計期間：2005年10月～2006年12月
□外構施工期間：2006年12月～2007年１月
□規　　　　模：約6,500m2、内緑化面積約2,800m2
庭の造形　2007年
5
地上40階建てビルの外観（2007/１） 公開空地平面図
名古屋駅の北、牛島地区の再開発として名古屋ルー
セントタワーが建設され、その足元の公開空地を設計
監理した。ビルの形態が月に見立てられていたため、
平面にも三日月のカーブを描き、月の影は桂の大樹の
影だという中国の故事から、カツラの木が並ぶ広場と
した。50ｍのロングベンチもその形態を補足する。中
心には白玉椿をシンボル的に植えた。三日月部分の床
面は白ミカゲ石のスクラッチ仕上げとジェットバーナ
ー仕上げを交互に配置し、光と影の陰影が描き出される。
私はデザインとは「ある理想をその時、その場の日
常の言語におきかえること」であると考えている。し
かし今作品においても、複数の地権者や設計者、施工
者などの事情が様々にからみあった中でモノを収めて
いくことに、デザイン以上の労力と時間を費やした。
ミカゲ石のスクラッチ仕上げとジェットバーナー仕上げの異なるテクスチャーが逆光に反射
してストライプを描き出す。青いタイルは土岐で焼いたもの。ラインの中心には照明。敷地
面積の30％は透水性インターロッキングブロック敷きとなっている。（2007/１）
